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東南極ゼｰノレロンダｰネ山地の地質をたずねて

一策29次日本南極地域観測隊に参加して(I)一

枚本博(地質部)
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筆者は第29次目本南極地域観

測隊の一員としてこの地学調査

に参加しました.ここではセ

ｰルロソダｰネ山地東部の地質を

中心に南極での地質調査や生活

の様子を紹介したいと思います.

なお山地中央部を調査Lた第28

次隊の模様(高橋1987)や最近の

南極観測の現況(服部1987)が

昨年の本誌に掲載されています.

あわせて参考にして下さい.

2.第1べ一スキャンプまで

第1図

且｡出発

私達セｰルロソダｰネ山地夏期地学調査隊総勢10名は

1988年1月6日の午後4時日本の南極における第3の

基地あすか観測拠点を出発しました.天候さえ良け

れば1月4日にも出発の予定が1月3日から始まった

A級ブリザｰドでこの日に延びました.しかしこ

れから調査に向かう東の空の青く澄んでいることが私

達を元気づげてくれました.

セｰルロソダｰネ山地は東経22-28｡南緯71.30し

72.30'の位置を占め東南極にみられる大山脈の一つで

す(第1図).日本隊によるこの山地の地学調査は第

25次隊の予察的調査の後第26-28次隊によりバｰド

氷河より西側の山地西部一中央部の露岩地域について行

われました.このため今回の第29次隊(1987-1988)

では山地全体の中で最も欠きた未調査域の東部地域が

調査目標に選ばれました.東部地域は1958年から

王970年にかけて実施されたベルギｰ隊のセｰルロソダｰ

ネ山地の調査でも大都分が空白域であり今回の調査

結果はほとんどすべて新知見ということカミできます.

1988年10月号

､'一一1800

-30002.1.セｰルロンダｰネ山地のこ

セ]ル目ソダｰネ山地の位置.12月下旬砕氷船rしらせ｣はフライド湾に着れまでの研究

氷しあすか観測批点への人員･物資輸送が始まります･物資はL30またはLO地セｰルロソダｰネ山地を含む東

点にヘリで空輸され観測拠点までは雪上車で運びます

南極は主に先カンブリア時代の

変成岩から構成されナピア岩体にみられる始生代の変

動以後何回かの変動を経て現在は楯状地として安定し

た地盤を形成しています(第2図).そしてセｰルロソダ

ｰネ山地の地質はベルギｰ隊の調査結果により

ユ)中一島変成度の変成岩とこれに貫入する斑れい岩

一花嵩岩組成の深成岩が産する

2)変成岩はほぼ東西に延びるマイロナイト帯を境に

北と南で主要た岩相と地質構造に違いがみられる

3)変成岩には所によって広い範囲にミグマタイトｰ

イヒがみられる

4)変成岩深成岩の放射年代は大半が460-600Ma

の範囲に入る

次どのことカミ分かっています(地質はVanAutenboeret

a1.,1964;yanAutenboerandRoy,1972｡年代はPiccitto

整�����慳�敬���捨潴����

一方日本隊は｢東クイｰンモｰドランド地域の雪

氷･地学研究計画｣の一環として第25-28次隊でこ

の山地の西部一中央部の地質調査を実施し

1)変成岩類は大きくみるとほぼ東西の走向で南に

傾斜した同科状の構造を示す�
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第2図上

東南極楯状地東半を構成する変成岩類(国立極地研

究所編1986)･原図の一部を使用｡1500-1700Ma

変動帯は東経140｡のアデリｰ海岸付近に分布Lます

東南極楯状地東半の古生代以前の構造発達史(国立

極地研究所編1986).原図を簡略化.かっこ内

は放射性年代を示します

ダｰネ山地の地質にはまだまだ

分からないことが山積していま

す.例えば①変成岩の原岩は

いつの時代にとんだ地質環境で

形成されたのか②変成作用は何

回あったのか角閃岩相とグラニ

ュライト相の変成岩の関係は③

さまざまだ地質構造はどんな順序

で形成されたのかなどです.

どれも難しい問題ですが少しず

つでも研究を進めることが必要で

す.

さらにセｰル肩ソダｰネ山地

も含めた東南極のまわりを大きく

見回すと海を隔ててかつては

ゴンドワナと呼ばれる一つの大陸

を作っていたアフリカやオｰスト

ラリアがあります.さまざまの

地質現象からこの大陸の復元カミ

試みられ(第3図)大陸地殻の発

達史の解明が進められていますが

セｰルロソダｰネ山地の地質の研

究もこの問題に重要な貢献がで

きるはずです.

第2図下

2)大部分の変成岩の変成条件は角閃岩相であるが斜

方輝石を含みグラニュライト相を示すもの(変成条件は

ほ榔OO℃8kb)が北部地域を中心に見いだされる

3)火成岩類の活動はマイロナイト化作用を境として

その前後の2時期に区分される

ことなどを明らかにしてきました(AsamiandShiraishi,

���獨�畫�����������慮��牡楳��

1986;ShiraishiandKoji]]ユa,1987).

しかLやっと概要が判明したところでセｰル貝ソ

測地班

明石班

このたかで

の隊員です.

2.2.調査の概要

夏期地学調査隊10名の顔ぶれを

分担する研究課題で示すと次の

通りです.

地質班浅見正雄

(岡山大学リｰダｰ)

牧本博

(地質調査所)

�睡���敷

(メｰン大学)

地形班安仁屋政武

(筑波大学)

林正久(島根大学)

飯村友三郎(国土地理院)

林孝(国土地理院)

米沢泰久(小松製作所*)

奈良岡浩(筑波大学)

藤田秀二(北海道大学共)

共現在は国立極地研究所事業部所属

明石班3名が越冬隊ほかの6名カミ夏隊

またEdwardS.Grew氏はアメリカ

地質ニュｰス410号�
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策3図ゴンドワナ大陸の

復元の1例(Lawver

慮�捏�����

海洋底の磁気異常を基

に復元Lています.

Mはマダガスカル筆

者の入れた矢印あたり

が昭和基地のあるリュ

ツォ･ホルム湾さら

に矢印の少し先の小大

陸がスリランカ

24五

〆

あすか観測拠点

＼

雪上車のルｰト

スノｰモｰビルのルｰト

ベｰスキャンプ

裸氷帯

モレｰン帯

露岩地域

ト

ベスト

イェル

＼

､

ニメ

エレミッテン.

ぺ㌧二
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第4図第29次隊夏

期地学調査隊1

の調査ルｰト

からの交換科学者で長年南極の地質を研究している人

です.

地質班以外の仕事を簡単に紹介すると地形班は氷河

地形をはじめとする寒冷地地形の研兜測地班は空中写

真から地形図を作るのに必要な基準点の設置と人工衛星

による測地唄石班は裸氷帯での隈石探査です.

地学調査は1月6目にあすか観測拠点(南緯71.31'

34"一東経24W17")を出発し2月3目に帰還するまでの問

雪上車3台そり8台帳カブｰス1合スノｰモｰビ

1988年10月号

ル10台を用い実施Lました.そしてバｰド氷河の東

に三つのべ一スキャソプをまた山地中央部のアウスト

カソパｰネ近く(ほぼ南緯71.40'一東経25｡)に4番目のべ

一スキャソプを設けました(第4図).この間に野外

調査カミできた実質の日数は21目問であり私達地質班は

1,OOOkg以上の岩石試料を採取できました.

2.3.RYルｰトをゆく

あすか観測拠点を出発後私達はRYルｰトを東に向�
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写真1行路出会ったバｰド氷河下流のクレバス帯.帰路は

明石班の努力で迂回路が見つかりました

写真2もうすぐ第1べ一スキャソプ地.右手がヘステスコ

ｰエン左手の3つのヌナタｰクがトリリソガｰネ.

北から撮影

げて進みました.このルｰトは昭和基地からやまと

山脈を経てあすか観測拠点に通じています.ルｰト

に沿っては1止mごとに赤旗をつけた竹竿がたててあ

ります.スノｰモｰビルに乗った先導隊がルｰト方

位表をもとにこの旗を見つけたがら調査隊全体が前

進します.観測拠点を出てしぽらくは雪原でしたが

しだいに裸氷帯が見られるようになりバｰド氷河の下

流に当たるところ付近からはクレバス帯に入りました

(写真1).雪がかぶっているヒドンクレバスと違って

裸氷帯の場合クレバスの存在ははっきりと分かります

がだからといって気持の良いものではありません.

このときはクレバスに直交して一気に渡りきって難

局を切り抜けました.

この後も薄氷を踏み抜いて雪上車が水没するとい

うトラブルもありましたがあすか出発後偵察や仮眠の

時間も含め延々38時間140㎞に及ぶ行進(写真2)で1

月8目午前6時やっと第1キャンプ地に到着すること

ができました.早速キャンプを設営LまLたがさす

がに皆疲蛍の色カミ濃く食事もそこそこに寝袋にもぐ

り込みました.

3.さあ調査に

3.1.モレｰンとクレバスと

第1べ一スキャソプはフィルリソガｰネとヘステソ

コｰエンの中問あたりに設置Lました.まわりは平

坦た雪原で比較的風も弱くキャソブ地として好適で

した.ここで各人調査のための身支度の確認と安仁

屋隊員の指導よろしくザイルやピッケルの扱いを復習L

ました1

1月9目午後2時半調査地である北バルヘソ山地北

西端をめざして出発Lました.べ一スキャソプから露

岩への移動はスノｰモｰビルを使います.初めての

調査でもあり10名全員で行動しました.途中ブルケ

ソの南で南北に延びるモレｰン帯にぶつかりました.

大小様々た岩塊が散在するモレｰンを抜けるため慣れ

たいスノｰモｰビルを右左に操りたカミら裸氷上を岩塊

の疎らたところを選んで進んで行くのにかなり難渋しま

した.なんとかこれを抜けでると今度はクレバス帯

に入り込みました.クレバスは幅の広いものでは50

㎝以上あり所によっては平行に連続Lて発達してい

ます.できるだけクレバスに平行に進みどうしても

渡らざるを得たくなったときは直交Lて渡ります.

まさに緊張の一瞬と言えましょう.でも後から考え

ると調査初目のこの経験がよい結果をもたらしたよ

うです.落ち着いてまたチｰムワｰク良く行動する

心構えができました､

この目から第2べ一スキャソプに向かう1月14目ま

で北バルヘソ山地及びブルケソから東ペトリリソガｰ

ネに至るヌナタｰクを調査しました.

3.2.調査の現場で

セｰルロソダｰネ山地東部の地形を見ると地形面と

いっても大部分は氷の面ですがその高度は南に向かっ

てしだいに高くたっています(第1図).そしてこの

氷に囲まれてバルヘソ山地は比較的緩やかな地表面を

もつ山塊からなり一方この山地の北や南では小規模

なヌナタｰク群が氷上に顔をだしています.ヌナタｰ

ク(nunatak)とはニスキモｰ語に由来し氷河に取り

巻かれた尖峰のことです.国内と違って全面が露岩

(写真3)ですからどこでも調査できるようですが露

岩に取り付くまでが一仕事で氷の急斜面やクレバスさ

地質ニュｰス410号�
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写真3第2べ一スキャソブ近くの露岩の様子.植生のかわ

りに雪が露岩を覆っています.露岩には片麻岩の縞

状構造(フォリエｰション)が良く観察でき花嵩岩岩脈

も貫入しています.

らには風溝(ウインドスクｰプ)で近づけたいことのほう

が多いといっても過言ではありません.ですからい

ろいろとルｰトを探してたんとか露岩に到着できると

やれやれということにたります.

露岩につけば実際の地質調査のやり方は国内とま

ったく同じです.クリノメｰタもほんの心持ち傾け

ることで磁石の針は北をさしてくれます.ただこ

の辺りは偏角が西へ約40度あり慣れるまでは少し違和

感があります.また地形図ができていませんから

調査地点の位置の確認には第23次隊で撮影した空中写真

を観察結果や試料採取地点の記入には空中写真をトレ

ｰスした図を使用しました.

3.4､プルケンｰトリリンガｰネ

この地域のヌナタｰクは雪つきの所が多くわりと

楽に取りつげました.ブルケソやヘステソコｰエンで

は山腹をモレｰンが覆っていました.モレｰンは

バルヘソ山地の露岩の上にも点々と分布し東部地域全

体かってほとんど全面氷河に覆われていたことが分か

ります(写真4).氷河が流れてできる擦痕の跡も滑

らかだ岩肌に残されています.ヘステスコｰエンでは

構造土も観察されました.

ヌナタｰクをつくる岩石はほとんど大部分カミ変成岩

でした.変成岩は黒雲母角閃石片麻岩で代表される

中性片麻岩カミ主体で塩基性の角閃岩及び酸性の石英長

石質片麻岩をしばしば挟んでいます.これらの片麻岩

は縞状構造力湖瞭たことや全岩化学組成からみて堆

積岩や火山岩に由来するものです.その鉱物組合せは

中性一塩基性岩では普通角閃石･黒雲母･斜長石などを

石英長石質岩ではざくろ石･黒雲母を含み角閃岩相に

1988年10月号

写真4氷河の残したもの.(上)北バルヘソ山地北西部の岩

肌.地表面は氷河で滑らかに削られています.(下)

南バルヘソ山地東部で見られた擦痕の跡

特徴的なものです.これ以後の調査でも東部地域全

域でこのような岩石構成及び鉱物組合せの変成岩が広

く出現するのが観察されました.

これら変成岩のほかにヌナタｰクの壁面には花嵐

岩･アプライト･閃長岩の火成岩岩脈が頻繁に見られま

した1幅は1cm以下から数mまで粒度も細粒なも

のからペグマタイト質まで様表です.このようた岩脈

のうち幅の広いものは片麻岩の縞状構造を切る優白色一

の帯として遠くからでも確認できました.ブルケソで

は黒雲母を含む岩脈も認められました.

一方ブルケソからトリリソガｰネまでの片麻岩類の

縞状構造を調べると東北東一西南西の走向で南に一

様に傾斜していました.この構造から片麻岩類の層

厚を単純に計算すると10㎞以上にもなります.で

も東部地域全体でそうですが片麻岩類にはしばし

ば強く折り畳んだ榴曲が観察されます(写真5).この

タイプの摺曲は翼部が片麻岩の縞状構造と平行肢こと

から最も早期にできた構造と考えられます.このよ

うた摺曲カミあると岩層が繰り返すことになるので層�
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写真5両翼がほぼ平行にたった摺曲.北バルヘソ山地北西

部にて

写真7カリ長石を含む花筒岩岩脈.幅約2m.北バルヘ

ソ山地北西部にて

犀の見積は困難になります.もっと大きなスケｰルで

も同様の摺曲が存在すると推定されまもすので実際の

層厚はずっと薄いのでしょう.変成岩地帯の調査では

岩層の厚さ一つとってもなかたか厄介たものです.

3.4.北バルヘン山地

バルヘソ山地は西からのオペルスト氷河の湾入で

北と南に分けられます.この境のくびれた部分は氷

の急斜面でスノｰモｰビルでも抜けることはできず残

念ながらオペルスト氷河に面した側の露岩の調査は見

送りとなりました.このように急斜面で行く手をさ

えぎられることがよくありました.バルヘソ山地は

べ一スキャソプたどからみてもそれほど高い山地とは

見えません.それは山地を取り巻く氷の面が山地

に向かって落ち込んでいるためです(写真6).そのた

めほどほどの傾斜の所を見づけて露岩に取り付くこと

が必要で帰りにスノｰモｰビルでも登れるか常に注意

していました1

写真6山地側に落ち込む裸氷面｡急傾斜の部分には多くの

場合クレバス帯が発達Lます.中央上のヌナタｰクは

アウストハｰマレン.北バルヘン山地北西部にて

北バルヘソ山地の片麻岩類の縞状構造は北西部は

ほぼ東西の走向で南に急使斜しています.一方東部で

は北西一南東に延びる軸を持ったアンチフォｰムをた

しています.この榴曲構造は片麻岩に挟まれる厚さ

数10mの大理石の層を追うことでも確認できました.

大理石は方解石が主で透輝石･金雲母･かんらん石･

スピネルたどを含みます.その分布は岩石の白っぽ

い色からカラｰの空中写真でも認定できました.大

理石はバルヘソ山地の北西部や南部･アウストハｰマ

レソ北端たどにも産しました.

北バルヘソ山地北西都や東部では角閃岩の産状も良

く観察されました.角閃岩は片麻岩の縞状構造に平

行た層や幅数m一致10㎝のレンズとして見られます.

この岩石は主に角閃石と単斜輝石からなり時に黒雲母

を含みます.変成作用以前は塩基性の火山岩や貫入

岩であったと考えられます.

セｰル戸ソダｰネ山地の東都地域を通じ酸性の岩脈

カ頻繁に観察されますがその中で最も新しいものが

ピンク色一赤色のカリ長石を含む花嵩岩岩脈です(写真

7).一部ではペグマタイト質と次り変成岩及び早

期の各種岩脈類を切っています.このほか山地北西

部では変成している玄武岩一ドレライトの岩脈も見ら

れました.

4.地ふぶきの中で

4.1.第2べ一スキャンプ

1月14日午後2時半近く第1べ一スキャソプを出発

しました.べ一スキャソプの移動は食堂にしている

幌カブｰス内の整理スノｰモｰビルのそりへの積み込

みそりのラッシングだと結構大変た作業が必要です.

地質ニュｰス410号�
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写真8日本南極飛行隊のツインオッタｰ機.雪上車で数回

往復Lて作った滑幸路Pに着陸しました.第2べ一ス

キャンプ付近で

写真9南バルヘソ山地南部を調査したときの様子｡バノレヘ

ソ山地を南から見ています.スノｰモｰビルに乗って

いるのが浅見リｰダｰ

全員作業で能率良くしたいと思わぬ時間を使ってしまい

ます.

この目の移動は比較的順調に進むかにみえましたが

午後9時頃キャンプ予定地近くの裸氷帯にたって道し

るべの旗が続けて数本たくたっていました.氷の昇華

量が多いことと強い風で飛ばされてしまったのでしょ

う.結果としてルｰト確認に多くの時間を費やし

ほとんど動けたくたってLまいました.ちょうどこの

頃目本南極飛行隊からの連絡も雪上車の通信機に入

ってきました.飛行隊はこの目は雪上車のまわり

が裸氷で適当た着陸場所が見つからず15目から16日

にかけての降雪の後再度の試みで無事着陸できました

(写真8).

結局その目のうちには到着できず翌15目の午前3

時第2キャンプ地に着きました.このキャソブ地に滞

在中は高度が高くたったこと東南東からの風をさえ

ぎるものが何もたいことから寒さと地ふぶきに悩まさ

れまLた.ここからはバルヘソ山地南部の東側や南

側の露岩を調査しました.また1目だけですがバル

ヘソ山地よりさらに南のエレミッテソやそのすぐ北の

ヌナタｰクにも足を延ほすことができました.

4.2.1目の日課とブリザｰドのすごL方

調査隊の1目はこれまでの隊の経験も踏まえてお

およそ次のようだ日課で進めました.長期問の調査と

事故を起こさないということから十分た睡眠時間を確

保し疲労が蓄積Lたいよう配慮しました.

午前11時起床･朝食

午後1時調査に出発

午後9時へ一スキャソプに戻る

午後10時夕食･調査資料の整理

1988年10月号

午前2時就寝

季節カミ夏で太陽が沈まだい利点を生かして午後に調

査の時間をずらしたことは午前中の強い地ふぶきを避

けるためです.あすか観測拠点も含めセｰル目ソダｰ

ネ山地周辺では.定常的に東南東の風が吹いていて午

前中特にこれが強く吹き地ふぶきをもたらします.

このように立てた日課を狂わせるものにブリザｰド

を含む悪天候があります.私達は比較的天候に恵ま

れたといえますが合計して1日半ほどの停滞がありま

した.1月16目午前10時少し前に目を覚ますと雪が

降っていて前日調査したキャンプから500mくらいの

露岩もかすんでいます.東の風気温は一8℃でした.

朝食の後みんなで相談し少し様子をみることにたり

ました.午後3時過ぎ天候回復の兆しはたくその

日の調査を一応断念Lました.そしてそれ以後の時

間を調査資料や身の回りの整理だと連日忙しいためや

り残している仕事と久しぶりの休養にあてました.私

も野帳の整理と停滞時のため10冊近く持参した文庫

本の1冊を開きました.この日夜の通信によると昭

和もあすかも同様にブリザｰドとのことでした.ちた

みに南極でのブリザｰドの基準は視程平均風速

継続時間の3つでA級とされるのは視程100m未満

平均風速15m/s以上継続時間6時間以上です.

悪天侯のほかはべ一スキャソプを移動した時に少し

時間がかかり過ぎ次の1目が半日仕事になったことが

あったくらいでほぼこの日課通りに行動できました.

岨.3.南バルヘン山地

南バルヘソ山地特にその南部の調査では山地の東側

を回って行きます.キャンプ地から南バルヘソ山地南

部の最も酉に行った時はスノｰモｰビルで約2時間か�
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写真10･･第2べ一スキャソプ付近のミグマタイト.

写真工1第2べ一スキャソブ付近の超苦鉄質岩の産状

かりました(写真g).これだけ続けて運転するとス

ノｰモｰビルのアクセルを調整している親指がしびれて

きます.時々止まって指の運動をしますカミ調査も

楽ではありません.

南バルヘソ山地で特徴的なことは山地東部で見られ

たミグマタイトと山地南部に広く産するチャｰノカイ

ト質片麻岩です.

南バルヘソ山地東部の片麻岩は多くの所でミグマタ

イト化Lそのなかにはかたりの広がりをもちミグマ

タイト質片麻岩として一つの地質単元をなすものもあり

ます.第2べ一スキャソプ付近のミグマタイト(写真

10)では片麻岩の縞模様を残した大小のブロックが

花巌岩質マトリックスに取り巻かれています.､ミグマ

タイトは北バルヘソ山地の東部にも続ぎブルケソの

一都やイェルムカルベンなどにも認められまLた.

また第2べ一スキャソプ近くの露岩にはミグマタ

イト化Lている片麻岩に挟まれて越苦鉄質岩が最大幅

数mのレンズとして産しました(写真11).この岩石は

主にかんらん石と輝石からたります.超苦鉄質岩は

北バルヘソ山地の東都にも見られこれにはざくろ石も

含まれていました.いずれも岩石ができた時の温度

や圧力条件の推定に有効た岩石です.

一方南バルヘソ山地南部にみられるチャｰノカイト

質片麻岩は斜長石カミあめ色をした比較的粗粒た岩石で

す.チャｰノカイト(chamockite)という岩石名はグ

ラニュライト相の変成岩地帯に産する斜方輝石を含む花

嗣岩質岩石に用いられます.この種の岩石はセｰル

ロソダｰネ山地ではあまり報告淡たくその性質の解明

が待たれます.チャｰノカイト質片麻岩は角閃石片

麻岩を伴って産しその縞状構造は北東一南西の走向

で南東に傾斜しています.

グラニュライト相と角閃岩相の変成岩の関係はこれ

までの調査でもまだ良く分かっていません.でも

ここで紹介したようだチャｰノカイト質片麻岩や超苦鉄

質岩を研究することでその糸口が見つかるかもLれま

せん.

5.→ヒにもどる

5.1.後ろに注意｣て

1月26目午後4時半べ一スキャソプを出発L行き

に来たルｰトをもどりたがら次のべ一スキャソプ予定

地であるアウストハｰマレソをめざします.行きのシ

ュブｰルカミまだ残っているので今度はルｰトの確認は

楽です.でも帰りは高度を下げて行くため道は下り

となりました.このため雪上車の運転者は常に後ろ

に気を付けたから運転しなげれほたりません.それ

というのも雪面はともかく裸氷上では雪上車が減速

するとそりはブレｰキが掛からないため雪上車に追

突する危険があるからです.北バルヘソ山地の東端を

まく際に少し傾斜した裸氷帯がありました.スピｰ

ドを落としそりの追突を避けるためすこし蛇行して

前進しました.少し行ってやはりこのままでは危険

ということで引いている一番最後のそりにブレｰキと

してそりをつたぐワイヤｰを巻き付けました.これ

でそりの動きは安定したのですが300mも進またいう

ちにワイヤｰが切断してしまいました.このためそり

を全部一列につたぎ先頭と最後尾及び中問に雪上車を

配置して｢列車｣と呼ばれる形でこの下りを抜けました.

途中第1べ一スキャソブ近くを通過し1月27日午前

2時半過ぎ第3べ一スキャソプ地に到着しました.

南極もこの頃になると短時問ですが日が沈みます.

昼間は高度が下がったせいか寒さも稲らいでいまし

たがやはり日没とたると寒さが増しました.

地質ニュｰス410号�
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写真12第3べ一スキャソプの様子.風は定常的に右手前の

方から吹きます.

写真13大規模た横臥摺曲.ベストイェルメソにて

5.3.キャンプと食事のこと

第3べ一スキャソプの位置はアウストハｰマレソと

ベストイェルメソの中問です.キャンプ設営も3回目

となって少し慣れたようです.キャンプ地での車両

やそりの配置にはその土地で一定して吹いている風の

向きが基本になります.すなわち地ふぶきによる雪

の吹きだまり(ドリフト)を避けるため雪上車は風上

に正対L一方そりは風上に側面を向けます(写真12).

一度酷いブリザｰドに襲われると何もかも雪に覆われ

てしまう世界で考えられた生活の知恵と言えるでしょ

う.

さてたんと言っても南極では食事が最大の楽しみ

です.食料はほぼそり1台分を用意しました.朝

と夕の主食は米昼はパンです.副食は肉･魚･野

菜野菜は生のものと冷凍.果物もりんご･みかん

･オレンジ･グレｰプフルｰツとバラエティに富んでい

ます.このほか日本から持参した牛乳や行路の補

給地であるオｰストラリアのフリマントルで積み込んだ

卵が夏期調査が終るまで食べられたのはちょっとした

驚きで食卓を彩りました.

また寒い環境の下では甘いものが欲しくなるもの

で停滞の目の昼食にホットケｰキも作りました.

また調査期間中に誕生日を迎えた藤田隊員にはホッ

トケｰキが姿を変えたバｰスデｰケｰキが用意されまし

た.これ以後もホットケｰキは好評でした.

食事当番は地質･地形･測地･明石の4つの班で

1目交代でやりました.やはり水作りと材料の解凍

が手間のかかる仕事です.食事当番に当たり朝の強

い地ふぷきの中でコンロに灯油を入れる時など辛い事も

ありましたが結構みんた楽しんでいたようです.

食事の楽しみには者との会話も含まれます.特に

1988年!0月号

今回の調査隊ではユ0名の内半分が筑波在住でした.

このため他地域の人にはとても分からたい極めてロ

ｰカルな話題もたくさんでました.この地域は寒さカミ

厳しいため勲燗の日本酒が好評でワイワイガヤガヤや

ってその目の疲れをいやしました.

5.3.ベストイェルメンｰアウストハｰマレン

この地域のヌナタｰクはウインドスクｰプが良く発

達しなかなか近づくことが困難でした.それでもい

くつかたどり着けたたかでベストイェルメソの東の面

には軸面が殆ど水平に倒れた大規模な横臥摺曲が見ら

れました(写真13).この摺曲はYanAutenboerand

Roy(1972)でも紹介されたものです.この摺曲の軸部

はベストイェノレメソの北端近くまで水平に広がってい

ました.

またベストイェルメソからアウストハｰマレソに至

る地域の地質構造は北東一南西の走向で南東または北

西に傾斜し背斜と向斜が繰り返します.したがって

この構造は横臥摺曲の形成後にさらに再摺曲したこ

とによるものと考えられます1

ベストイェルメソとアウストハｰマレソでは角閃石

片麻岩に伴ってざくろ石角閃岩が産しました.南の

地域でもざくろ石角閃岩はみられましたがここのほ

うがざくろ石も含めて鉱物が粗粒で先に述べた超苦鉄

質岩などともに変成岩の形成条件の解明に有効と考えら

れます.

このほかベストイェルメソでは黒雲母を含む暗灰

色の中性一塩基性岩脈が見られました(写真14).この

岩脈はブルケソでも見られたもので岩脈の幅は2rn

くらいです.変成岩地帯の岩脈は変成を受けているか

どうかで時に有効たタイムマｰカｰとたります.こ

の岩脈はどうでしょうか.�
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写真14黒雲母を含む岩脈､片麻岩の捕獲岩が見られまし

たベストイェルメソにて

6.あすか観測拠点へそしてrしらせ｣へ

1月31目私達は東部地域の調査を切上げあすか

観測拠点を目指し西に向け進路を取りました.2月

上旬の｢しらせ｣へのピックアップを控えこれ以上の

滞在は日程的に困難にたりました.途中地形班によ

るフラットニｰバネの地形実験地保守のためアウスト

カソパｰネ近くで最後の第4べ一スキャソプを作りま

した.地形の実験地では岩石表面温度や凍上量岩

壁からの落石畳斜面での物質移動量だとが連続観測さ

れています.この第4べ一スキャソプには2日間滞

在し2月3目ほぼ1ヵ月ぶりあすか基地に戻りまし

た.あすか基地にいる越冬隊7名との再会久しぶり

に入った風呂たんとか終ったとの安堵感などから人

心地つくことができました.この後荷物の整理をや

り2月6目あすか基地を出発しました.越冬隊員に

30マイル地点まで送られそこで迎えのヘリに乗り12

月21目以来rしらせ｣に戻ったのは2月7日午前10時

でした(写真15).

バｰド氷河のさらに東に位置するセｰル戸ソダｰネ

山地東部地域はあすか基地から比較的アクセスの良い

中央部や西部に比べ今後とも調査される機会はそれほ

ど多くはたいでしょう.その点でも貴重た経験がで

きたと思います.これから採取してきた岩石試料の研

究が始まりますが南極の地質の未知の部分を少しでも

解明できれぽと思います.

謝辞筆者が第29次隊の一員として参加するにあたり渡辺興

亜隊長をはじめ第29次日本南極地域観測隊の隊員の皆様には大

変お世話になりました.とくに一矢内桂三あすか越冬隊長ほ

かあすか観測拠点の隊員には野外調査の準備にあたり多大

のご援助を受けました.また出発前には国立極地研究所の

吉田栄夫･白石和行･森脇喜一の諸先生方に多くの御教示と

激励を頂きました､ここに記し感謝します.

写真15rしらせ｣への帰艦
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